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福島県土木部長の曳地でございます。福

島県流域治水シンポジウムの開催に当たり、

ごあいさつを申し上げます。 

本日は、お忙しい中、本シンポジウムに

お集まりをいただき、誠にありがとうござ

います。 

また、日頃から県政の推進にご支援とご

協力をいただき、重ねて御礼を申し上げま

す。 

近年、気候変動の影響により豪雨災害が

頻発化、激甚化しております。 

3 年前の令和元年 10 月には、東日本台風

とその 2 週間後に発生した豪雨により、こ

こ、いわき地方を始め、県内各地で甚大な

被害が発生いたしました。 

県では、これらの災害を踏まえ、再度の

災害防止に向け、河川の改良復旧や、堤防

補強のほか、住民避難につながる河川監視

カメラの設置や浸水想定区域の公表など、

ハード・ソフトが一体となった取組を進め

ております。 

 また、今後の豪雨災害に備えた防災、減

災対策については、これまで河川や下水道、

砂防、海岸等の管理者が主体となって取り

組んできた治水対策に加えて、国や県、市

町村、民間企業、住民の皆さまなど、あらゆ

る関係者が協働して、流域全体で被害の軽

減に取り組む流域治水を推進していくこと

が重要であり、いわき地方でも、東日本台

風等で被害の大きかった夏井川および鮫川

においては、昨年 8 月に、藤原川において

は、今年 2 年に策定した流域治水プロジェ

クトに基づき、流域治水に取り組んでいる

ところであります。 

こうした中、いわき地方の流域治水をよ

り一層加速させるため、本シンポジウムを

開催することといたしました。 

 本日は、日本大学名誉教授の長林様と、

福島地方気象台長の桜井様に流域治水と気

候変動についてのご講演をいただくととも

に、パネルディスカッションにおいて、い

わき市副市長の藤城様、夏井川流域の会の

橋本様をはじめ、関係する皆さまから幅広

い視点でのご意見をいただき、これからの

いわき地方の流域治水のさらなる推進に向

けた議論を深めてまいりたいと思います。 

お集まりいただきました皆さまには、本

シンポジウムを機に、流域治水への理解を

深めていただき、併せて、国、県、市町村と

共に、流域治水の取組に参加していただく

きっかけとなれば幸いでございます。 

 結びに、本日、お忙しい中、ご登壇をお引

き受けいただきました基調講演者及びパネ

リストの皆さまに御礼を申し上げますとと

もに、本シンポジウムが安全で安心できる

県土づくりの一助となることを祈念いたし

まして、開催のあいさつとさせていただき

ます。本日は、どうぞよろしくお願いいた

します。（拍手） 

Youtube で開催状況を閲覧できます 

福島県流域治水シンポジウム【いわき方部】 

開催の挨拶 福島県土木部長 曳地利光 
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ご紹介いただきました長林でございます。 

皆さん、ご承知のように、計画規模を超

える災害の顕在化、最近、特に、発生してお

ります。そのため、最大の災害を想定した

対策というものが求められております。 

そこで、流域全体で総合的かつ多層的な

流域治水の転換が図られております。 

本日は、二級河川における流域治水につ

いて、皆さんと共に考えたいと思います。 

本日のお話の内容は、4項目、最後にまと

めとさせていただきます。 

 まず初めに、令和元年の東日本台風災害

をちょっと振り返りたいと思います。 

甚大な災害でございましたが、その時、

24時間の雨というものは、300ミリを 6観

測所、200 ミリ以上を 20 観測所で観測記

録されておりまして、この図の右にありま

すように、県内各所で甚大な災害になった

ところでございます。 

 これは、当時の 16 日の朝刊に出た内容

で、国の防災科学研究所が分析したとこに

よると、この時の雨は、実に 100年に 1度

の雨を超えていたというお話でございます。

100年に 1度というのは、記事の内容では、

福島市は 24 時間で 180 ミリ、それが 230

ミリ、今回降ったと。白河から郡山の阿武

隈川沿いの雨量は、いずれも 230ミリを超

基調講演 二級河川における流域治水とは 

日本大学名誉教授 長林久夫 
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えておって、右下にありますように、一部

では150年に一遍の確率を超えたんじゃな

いかというところでございます。心配なの

は、この 100 年に一遍の雨とはいっても、

再来の可能性はというと、非常に不安が残

るところでもありますし、また、その雨に

対するハード対策、堤防とか遊水池等、そ

れから、避難誘導、それから、情報伝達等に

ついては、現在も検証され、改良が図られ

ているところであります。 

 その時の雨の状況です。右上にあります

のは、須賀川水位観測所。これは、実は 10

時間以上にわたって、堤防を越えた水位で

あった。これは、皆さん、ご承知のところで

ございます。 

一方、福島、宮城県境下流の丸森の水位

観測所は、本川は堤防を越えずに、計画洪

水以下の出水でありました。 

 これが、須賀川、郡山の出水状況の写真

でございます。真ん中に、郡山の中央工業

団体が浸水してございます。右上から阿武

隈川が流れ、左には谷田川がある。本川の

被災はというと、右下の図にありますよう

に、破堤は 1 箇所。あと、越水、無堤地区

からの溢水（いっすい）、合わせると 12箇

所でございます。一方、阿武隈川の支川で

は、30箇所で破堤して大水害になったとい

うことになります。 

 これは、先ほどお話した丸森町の出水状

況で、本川からは、あふれることはなかっ

たけれども、右の図にあるように、支川で

16箇所以上が破堤し、甚大な洪水災害にな

りました。 

これから分かることは、支川の流下能力

をはるかに超えた出水であったっていうこ

とであります。 
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 これは、浜通りの河川の写真を左側に並

べてあります。宇多川、小泉川では 4 箇所

が破堤、こちら、ご当地の夏井川では、下流

まで 7 箇所が破堤して、甚大な洪水被害に

なりました。 

これまで、従来型の治水では、再度災害

防止ということで、大きな災害があると、

それに対して構造物等で守る。これ、川筋

対策といっております。これからは、想定

を超える災害は必ず来るんだということで、

流域全体で多層的な水災害対策、これ、流

域治水です。これは構造物だけでなくて、

その最後に書いてあるように、まちとかイ

ンフラの被害軽減、それから、避難による

安全確保の徹底を図る。ここまで含んで、

初めて流域治水になるということになりま

す。 

 2 番目でございます。治水と災害レベル

のお話をします。 

皆さま、ご承知のように、2011 年、東北

地方太平洋沖地震津波。これは、もう 1,000

年に 1 度といわれるような大津波、最大ク

ラスのものであった。これに対応して、県

は、数十年から百数十年に 1 度の割合で発

生するような津波は、これは、堤防等で社

会資本を守る。これを L１、レベルワンと

言ってますが、設計津波対象群としており

ます。これに対して、先ほどの最大クラス

の津波、これは、住民避難を柱とする総合

防災対策を作っていく。これを L２、レベ

ルツーといっております。 

 そして、この上の図ですが、これは福島

県の相馬海岸と勿来海岸の L１、L２レベル

の分布を示しております。いずれも、東日

本の太平洋沖地震は、最大クラスで 8ｍ以

上の津波が来てるのが示してあります。ま

た、設計津波対象群、これは、赤い丸で、右

のほうに、両方とも書いてあるんですが、

これは 4ｍから 5ｍくらいの津波になって

ます。 

そこで、右下の図にありますように、福

島県では、富岡、楢葉、広野の海岸は、これ、

津波のほうが高いので、8.7ｍの堤防にする。

そして、その他は、高潮のほうが高いとい

うことで、7.2ｍ。従来 6.2ｍのものを、そ

ういう構造物を設置する。 

すなわち、海岸堤防では、L１の津波、高

潮に対しては、多重防御施設も含めて、被

害の最小限を図る。しかし、L２レベルに対

しては、ハザードマップを基にした人命確

保を優先する対策にするということでござ

います。 
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 これは、阿武隈川の水害の状況を示した

もので、災害後、日本大学工学部では、キャ

ンパス強靭（きょうじん）化プロジェクト

を立ち上げて、浸水解析を実施しておりま

す。図のブルーの破線で囲まれたのが日本

大学の流域で、阿武隈川の上流から越水し

て水が入ってきたのと、流域内で内水があ

って、あふれた分。これ、解析してございま

す。それと、郡山市が 1,000 分の 1、L２レ

ベルのハザードマップ、それと、L１レベル

のハザードマップ、両方出してございます

ので、それと水位を比較したということに

なります。 

 これが、その結果でございまして、左は、

浸水痕跡と解析結果が合いましたというこ

とですが、右であります。横軸に、浸水痕

跡、日大の建物の痕跡、測ってありました

んで、それと、解析結果を比べると、45度

の一直線上に乗る。150 分の 1 のハザード

マップから同じ時点の計算された浸水深を

出すと三角形の点になってきて、一部は、

この解析結果の上にものってる。 

従って、150 分の 1 は超えてるけど、上

にある 1,000 分の 1の浸水深には届いてな

いということで、これが計画を上回った出

水であったということが分かりました。 

従って、L１レベルの洪水は流出の抑制対

策と減災対策、安全確保で対応するし、丸

森町のような L２レベルでは、これは、も

う安全確保の徹底を図るということだとい

うふうに考えられます。 

 これは、細かい表で恐縮ですが、近年の

気象災害を年代順に並べてあります。赤い

枠で囲んだのが、どうも L２だろうという。

2～3 ご紹介しますと 2011 年の平成 23 年

の台風 12号、これ紀伊半島大水害ですが、

この時は 24 時間で 1,000 ミリを超えた雨

が降って、一部では 2,000 ミリを超えた。

それから、もう一つは、2017 年の九州北部

豪雨でございます。この時、線状降水帯と

いう言葉が使われたんですが、実は、12時

間で900ミリを超えた雨が降ったというこ

とで、もう L２レベルの災害が頻発したと

いう状況が分かります。 
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 それを受けて、国のほうでは、2015 年の

1 月に、今まで出しているハザードマップ

を、想定し得る最大規模に作り直すという

ことで、1,000 年に一遍の雨の確率のもの

のハザードマップ、これ、L２対応のハザー

ドマップでございます。それから、2020 年

7 月には、流域治水の取組というものが閣

議決定して、現在に至ってるということに

なります。 

従って、流域治水には、最後の赤文字で

書いてありますが、L１、L２規模の災害に

対応するものとするべきであるということ

です。 

 流域治水の基本的な考え方、国では、こ

れまでは、戦後最大規模の洪水に対応する

ように、堤防等の計画を作るということに

なったんですが、これからは、気候変動を

踏まえて、雨量の増加、潮位の上昇で計画

を見直す。これ、全国の河川に、これから行

うということになります。その内容は、気

候変動が 2 度上昇するものとすると、雨は

1,1 倍、流量は 1,2 倍、発生頻度は、実に 2

倍にもなると。これに対して、流域全体で

総合的な水災害対策をとる。 

柱は 3 本になります。1 つ目は氾濫をで

きるだけ防ぐ対策、2 つ目は被害を減少さ

せる対策、3番目は被害の軽減、早期復旧の

ための対策。この 3 本柱で構成してまいり

ます。 

 これ、細かい図になってますが、それを 3

本柱の中に、どういう対策がとられるかと

いうことで、私、付け加えたのは、それに関

係する部署でございます。 

例えば、氾濫を防ぐ対策では、農政やダ

ムや砂防や土木。それから、2番目、右下に

ありますが、これは被害減少させるには都

市計画。3番目の被害の軽減、早期復旧では

土木、あらゆる関係部署が参画する、それ

から、産業界やマスコミも、実はこれに入

ってくる必要がある。 

住民の方も、協力体制がなくてはいけな

いということで、これを二級河川の流域治

水で考えた時に、1本目の、被害をできるだ

け防ぐについては、ダムとか遊水池の可能

性っていうのは、非常に小さくなってまい

ります。それは、流域の規模によりますが、
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そうしますと、2番目、3番目、被害の軽減

やソフト対策に、より重点を置いていくと

いうのが考えられることでございます。 

そのためには、住民や企業の方の参画が

必要になってまいります。 

 これは、同じ 3 本柱の上で、それぞれの

対策項目を示しています。3 番目の流域治

水は地域の再構築というふうに書かしてい

ただきましたが、非常に生活上の制約もで

てまいるのも事実でございます。 

それを、この流域治水という観点で、例

えば、地域資源を生かす流出抑制対策の在

り方、それから、地域特性を生かす被害の

軽減対策、それから、何よりもまちづくり

とか、人づくりの観点が非常に重要だろう

というふうに考えます。 

ですから、これが 30年先のまちづくりに

向けた実施計画であるというふうに捉えた

ほうがよろしいということです。 

 これは、二級河川の流域治水の例でござ

います。例示しているのは、岩手県の小本

川水系とその他の例でございますが、小本

川水系、ちょっと解説しますと、山林が雨

で随分やられて、流木が河川に出てきて、

上流部で河川氾濫が多かったということで、

対策としては、森林整備や治山対策です。 

 例えば、間伐を行うと、地面の保水量が

増える。それから、治山ダムや山腹工で土

砂流出を抑える。出てきた流木は、砂防事

業で、透過型堰堤で止めるというような、

こういう対策。そして、ちょっと下流に下

ると、右下の写真になりますが、中島地区

というと、この例が出てます。たまたまこ

れは、河川の脇に国道が走っていたので、

その国道をかさ上げして、輪中堤化する。

低いところは、宅盤上げして、浸水を防ぐ。

その下流は、住宅地が広がらないように、

災害危険区域の指定をするというような形。 

それから、中流域では、右上にあるよう

に、田んぼダムであるとか、校庭貯留、ため

池や調整池等で流出抑制を行うというふう

に、地域資源を生かす流出抑制対策は、こ

の例では、林業振興につながりますし、地

域特性を生かす被害対策は、やはり、まち

づくりにも貢献するというふうに考えます。 
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 ちょっとこれ、表題分かりづらくて、簡

単に言うと、事業の継続計画をしっかり作

って、それなりに対応するべきであるとい

うお話です。 

何かというと、下の左にありますように、

災害時には、排水機場やポンプ場、それか

ら、非常用発電電源や受電設備、これ、割

合、浸水しております。そうすると、災害の

長期化が今回でも、たくさんのところで起

こりました。 

従いまして、この事業計画、これは民間

の方も参画が必要でございます。まちづく

りのあらゆる分野に、住民や企業の参画が

不可欠であるというお話です。 

 これは、対策の最後でございますが、立

地適正化計画。この絵は、駅前が浸水して

おります。そして、居住誘導区域になって

しまうと、駅前は、今後、発展が望めないの

かというお話に、勢いになってくるんです

が、これも考え方を、見方を変えていただ

くと、まず、減災まちづくりの出発点、それ

が 30 年先、40 年先を見据えた時のまちづ

くりの展開なんじゃないかというふうに考

えると、新たな計画に対する希望も湧いて

くるという気持ちで載せさせていただきま

した。 

 最後でございます。マイ・タイムライン

と地区防災計画で、住民の主体的避難を支

える仕組みづくりのお話をさせていただき

ます。 

これは、台風 19号の被災された方のアン

ケート調査の結果を、私、まとめたもので

ございます。 

台風 19号の時では、東日本台風では、被

災されたのが、1 万 3,225 世帯ございまし

た。それで、回答を寄せていただいた方が
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53.9％ですから、7,230 世帯程度、頂いたも

のをまとめてございます。左上の表、福島

県でお亡くなりになった方は、32名。その

うち、65歳以上は、21名。1階でお亡くな

りになった方が 15名おられたんです。この

方が早めに避難されてれば、この数は、か

なり減ったということが分かります。 

 右下の棒グラフをご覧になっていただき

ます。緑とピンクがございますが、緑は、水

平避難、水平移動で避難先、指定先や、ご親

戚のお宅に避難された方、ピンクは、自宅

の 2 階、垂直避難された方です。垂直避難

された方は、割合、夜遅くに避難されたと

いうのは分かるんですが、緑色の避難所等

に避難された方、実は、18時以降に避難さ

れた方の割合は 47％、約半分です。 

その時、何が起こったかというと、気象

庁から特別警戒警報が発生されました。身

の安全を守る行動をしてください。夜間に

避難せざるを得ないような状態で避難があ

った、非常に危険な状態でした。その理由

は、左にありまして、左の上です。水平避難

と書いてある 40.2％、雨が激しく、身の危

険を感じた。それから、住宅の近くで、急に

水が上がった。これが、その理由で、やは

り、ここで避難が遅れたということになっ

ております。 

 これは、マイ・タイムラインの作成例で

す。 

 これは、東京都の手書きで作るマイ・タ

イムラインというところから抜粋したもの

でございます。対象は、お父さん、お母さ

ん、私とおばあさんの 4 人家族です。お父

さんは、これ見ると、町内会で活躍されて

いるので、別行動をとるということになっ

ております。そうすると、真ん中の上に警

報等の段階が出てます。大雨洪水注意報や

氾濫注意報が出ると、おばさんの家に避難

するということで、まず、おばさんの家に

連絡したり、おばあさんの薬の準備をした

り、それから、町内会に連絡をしておりま

す。警報が出てくると、避難開始。 

大事なことは、災害発生前には、必ず全

員が警戒に当たられた方も全員が避難する

ということが必要になります。 

 それから、これは、町内会の作成例で、非

常に細かく作られて、役割ごとの分担が分

かるようになっております。ここまでくる

には、多分 4～5年かかると思うんです。そ

して、大事なことは災害発生前に全員が避

難する。 
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この写真などは、その内容等を別なとこ

からちょっと持ってきましたんで、一致は

しませんけども、こんな形です。私が言い

たいのは、こういうもの、せっかく作った

ものが持続可能な取組になってるかどうか

っていうお話なんです。 

自主防災組織等でお話を聞きますと、役

員が数年で変わってしまう。引き継ぎや備

品管理、防災訓練に不安が残る。アパート

の住民や外国人はどうするんだっていう問

題が残ってくる。 

そこで、やはり市町村、それから、防災士

会等の第三者による継続的な取組の支援と

いうものが必要なんだろうというふうに考

えております。 

 最後に、地区防災計画という言葉、これ、

よく最近、耳にすると思うんですが、これ

は、先ほど申し上げたように、自主防災組

織や町内会、学校区、マンション等で、どこ

でも作ることができます。 

これは、国の災害対策基本法に位置付け

られております。市町村は、市町村地域防

災計画を作ります。先ほど申し上げたよう

に、自治会等では、地区防災組織計画を作

れば、これは、市町村の防災会議に取り組

まれて、継続的な展開ができるという絵が

左に書いてあります。右の大きな説明では、

まず、こういう計画を作りたいっていう時

は、防災士会や市町村の防災講習会等で考

えながら作って、できたものも、見直しを

含めて、循環するような絵が描いてあると

いうことで、改善点等を取り入れて、この

連携が図られれば、もっと、防災力が向上

できるというお話でございます。 

 最後に、まとめをさせていただきます。

災害には、L１、L２の区別はなく、流域治

水は L２レベルまでを対象とする。 

小流域の流水抑制対策は限られるけども、

地域資源を生かした抑制対策や地域特性を

生かす被害軽減対策がある。 

何よりも、まちづくりや人づくりに期待

することが多いということです。 

最後に、家庭や地区単位での持続可能な

防災計画のお話をさせていただきました。 

 最後に、まとめでございます。流域治水

が 30 年先の減災まちづくりの推進になる
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ように、住民が施策の中心にあれば、これ

がオーダーメイドの流域治水であるという

ふうに考えます。ご清聴ありがとうござい

ました。以上でございます。（拍手） 
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皆さま、こんにちは。福島地方気象台の

桜井と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

本日は、「福島県における気候変動と防災

気象情報の利活用」ということで、少しお

話をしたいというふうに思います。 

地球温暖化ですとか、気候変動というふ

うなキーワードを耳にされることが多いと

思いますが、いったい今、何が起こってる

のかということを、まず初めに、押さえて

おきたいかなというふうに思います。 

一言で言いますと、一番上に書きました

けれども、非常に急激な変化が起きている

ということです。その下の赤い字のところ

ですが、これは、IPCCの第 6次評価報告書

というものに書かれていた表現なんですが、

人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化

させてきたことは疑う余地がないというふ

うに、かなり強い文言で評価をされている

というふうな状況にあります。 

 そのことを実際に、気温の変化がどうだ

ったかということで示したのが、今、見て

いただいているグラフです。皆さんから見

ていただいて、向かって左側の少しブルー

というか、ねずみ色っぽいようなグラフは、

過去 2,000 年間の地球の平均気温の変化を、

もちろん 2,000 年前に気温を直接測ること

はできませんから、推定値といいますか、

復元値になるんですけれども、それを表し

たものでして、左から右に時間が流れてい

ます。一番左が昔で、右に行くほど今に近

づいていくというふうに思っていただきた

いんですが、大体 3分の 2ぐらい真っすぐ

なんですけど、その後、少し下がっていっ

て、それから、赤い縦の長い丸で囲ったと

ころですけれども、そこのところにくると、

急激に上に向かっているというのがお分か

りになるかと思います。 

 この赤い丸のところだけを拡大したのが、

皆さんから向かって右側のグラフなんです

けれども、これ、2本、特徴的な線があるの

がお分かりかと思いますが、これは1850年

から 2020 年までを拡大した部分なんです

けれども、これも同じように、左から右に

向かって時間が流れていますが、右に行く

ほどピンクっぽいっていいますか、オレン

基調講演 福島県における気候変動と防災気象情報の利活用 

気象庁福島地方気象台長 桜井美菜子 
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ジ色っぽいほうは、右斜め上に向かって傾

いているって。これが、実際の観測値です。

その下に緑色っぽいブルーっぽい感じで真

っすぐになってるのがありますが、これは、

もしも人間の活動による CO2 などの地球

温暖化効果ガスといいますけれども、そう

いったガスの影響がなかったとすると、こ

んなくらいですよ。つまり、赤で書いてあ

るように、人間の影響が温暖化させてきた

ことには疑う余地がないということが、こ

んなふうにグラフとしても示せるよという

ふうな、そういうことになっています。 

 地球温暖化っていうと、まあ要するに、

気温が上がるんですけれども、気温が上が

るっていうのは、それだけにとどまるわけ

ではなくて、黒い字で 2行書いてみました。

これも IPCC の評価報告書の中の表現です

が、大気、海洋、雪氷圏および生物圏におい

て、広範囲かつ急速な変化が現れていると

いうふうに評価をされています。そのこと

を模式的にちょっと絵で描いてみたのが左

下の絵なんですけれども、上に向かってピ

ンクの矢印になってるのは、増加するとか、

上昇するということで、下に向かって青い

矢印は、減るとか減少とか低下とかいうこ

となんですけれども、気温は上がります。

それから、大気中の水蒸気の量も増えます。

あるいは、海面水温も上昇します。 

一方で、氷河の体積は減っていく。積雪

の面積は減っていく。海氷の面積も減って

いくというふうに、単に気温が上がるだけ

ではなくて、いろいろと関係をしていて、

それぞれ変化をしていくよというふうなこ

とになっているということです。 

 文字にすると、こんな感じだと思います。

何が起きているのか。今起きていることと

しては、気温が長期的に上昇しています。

雨の降り方が極端になっています。他にも

いろいろな変化が観測されている。 

地球温暖化に伴う気候の変化というのは、

将来起こることではない、いつか起こるこ

とではなくて、もう既に起きているんだと

いうふうに捉える必要があるのかなという

ふうなことです。 

 そのことをもう少し具体的なデータで見

ていきたいと思います。 
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見ていただいているグラフは、日本の年

平均気温を表した図です。これも、左から

右に時間が流れてるというふうに見てくだ

さい。年々の変動がありますから、ねずみ

色の黒い丸が打ってあって、それが結んで

あって、ギザギザってなっているのは、今

年は暑かったけど、去年は寒かったよねっ

ていうようなことがあるので、年の変化が

あるので、年ごとにやると、こんなふうに

ギザギザするんですが、それを大体こんな

傾向でしょうということで計算したのが、

赤い線です。左斜め下から右斜め上に傾い

てるのがお分かりになるというふうに思い

ますが、日本の年平均気温は 100年当たり

1.28 度。これは 1891 年から 2021 年のデ

ータですけれども、100年当たり 1.28 度の

割合で長期的に上昇していると。これは、

世界の平均気温も上昇していますけれども、

それよりも上昇率が大きいんだということ

が、日本の観測データで確認できていると

いうふうなことです。 

 じゃあ、福島県、どうでしょうかという

のが次のグラフです。左上が福島、福島っ

ていうのは、福島の気象台で昔から観測し

てますので、そのデータです。左の下がい

わき市の小名浜です。以前、測候所ありま

して、今は、地域気象観測所といって、測器

が置いてあるんですけれども、そこの小名

浜のデータです。右斜め上は、同じ浜通り

の相馬、右斜め下が浪江。統計開始の時期

が違うので、グラフの横幅が少し違ってま

すけれども、いずれも左から右に時間が流

れてると思ってください。 

着目していただきたいのは、どの 4 つの

地点についても、先ほど言った赤い線が左

斜め下から右斜め上に向かって傾いてる、

すなわち、長期的に気温が上昇していると

いうことが、福島県内の観測データでも確

認できるというふうなことになっています。 

 では、雨の降り方はどうでしょうかとい

うのが次のお話です。見ていただいている

グラフの皆さんから向かって左側は、全国

的に日降水量200ミリ以上の年間日数がど

うなっているのかというふうなグラフです。

1日に 200 ミリの雨って、どんな降り方か。

先ほどの先生のお話の中で、福島の台風 19

号、東日本台風の時の雨の降り方が 100年

に 1 度だというふうなお話があって、それ

が、トータルで 230ミリだったというお話

があったかと思いますけれども、それに匹

敵するような雨が 1 日で降る。東北は、な

かなかそういうことがなくて、もし、福島

で1日200ミリ降るなんていう予測が出る

と、気象台は相当緊張して、数日前から対

応するということになるような、そんな降

り方なんですが、そういう降り方が全国的
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に見ると、過去 90年で約 1.7 倍になってい

る。 

 それから、皆さんから見て向かって右側

は 24 時間、1 日というスパンではなくて、

もっと短い間隔で 1 時間に 50 ミリ以上の

雨の回数はどうですかというのを勘定した

のが、向かって右側のグラフです。1時間に

50 ミリの雨って、どういう雨かというと、

滝のように降るというふうな言い方をした

りですとか、あるいは、車の運転は危険で、

運転できないというか、そういう言い方を

したりしますけれども、そういった雨の降

り方が全国的に見ると、過去 30年で 1.4 倍

ぐらいに増えていますよということが、こ

れは、気象庁のアメダスの観測データです

けども、そこでも確認できるというような、

そういう状況になっております。 

じゃあ、東北地方、どうでしょうかとい

うのが次のお話です。 

東北は西日本ですとか、東海などと比べ

ると、そういった極端な雨の降り方をする

ということがあまりないので、ここは 1 時

間に 50ミリではなくて、1時間に 30ミリ

以上の発生回数で見ていただいております。 

1 時間に 30ミリ以上の雨って、どんな雨

かっていうと、いわゆるバケツをひっくり

返したようなというような言われ方をする

ような、そういう雨の降り方ですが、それ

が、やっぱり、過去 30 年で東北地方のアメ

ダスの観測データを見てみると、1.9 倍ぐら

いに増えているよということが、気象庁の

データの中で確認できているという、そん

な状況になっているということです。 

 今、気温ですとか、雨の降り方をデータ

でもって見ていただきましたが、実際の事

例でどうだったのかということを少し確認

してみたいと思います。ご覧いただいてい

るのは、先ほどの先生のお話にも出てきま

したが、3 年前の令和元年東日本台風の時

のお話です。動画がくるくる回りながら動

いているのが皆さんから向かって、右のと

こにあると思いますが、これは、この台風

第 19号というのは大型で強い勢力のまま、

伊豆半島に上陸をして、その後、勢力を保

ったまま関東平野を駆け抜けて、福島を通

過して、宮城県沖に抜けたという、そうい

うコースをたどったんですけども、ちょう

ど今、もうじき伊豆半島のところに上陸を

して、この頃かな、そして、これからこの

後、ぐるぐるの大体中心ぐらいのところが、

今、関東平野を駆け抜け、もうじき福島に

行って、宮城県沖に抜けるよというふうな、

こういう経路をたどっていきました。 

 その時に、左下のところに色分けをして

いるのは、アメダスのデータで、どんな雨

の降り方をしたかということです。赤が濃
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くなるほど、たくさん降ったというふうに

見てください。福島県を少し真ん中に入る

ようにしてるんですけれども、見ていただ

くと、阿武隈高地から、その東側の斜面の

ところですとか、あるいは、茨城県と福島

県の県境に近い部分ですとか、それから、

阿武隈川の上流域に当たるところの栃木県

と福島県の県境付近というようなところに、

赤っぽい色がまとまってます。こういった

ところで、相対的に、たくさんの雨が降っ

たという、そういう降り方をした東日本台

風でした。 

 その時に、見ていただいてるグラフは、

アメダスの平の観測所がいわき市にあるん

ですけども、そこの観測データと、それか

ら、福島県さんのホームページにあった夏

井川の状況ですとか、道路の状況ですとか、

それから、左斜め下は、好間川の決壊箇所

のところを、後日、気象台の職員が撮影さ

せていただいた絵ですけれども、ご記憶の

方は多いと思いますが、こういった甚大な

災害になった。左斜め上のグラフですが、

その時、平のアメダスがどんな降り方を観

測してたかというと、青い棒が 1 時間の雨

量です。そして、黒い線が積算した雨量で

して、赤い横線が、10月の 1カ月で、大体

平年だと、これくらい降るよねというふう

な図です。途中から青い棒がなくなって、

バツバツとなっているんですが、これは、

実は好間川の水が決壊をしまして、残念な

がら、平のアメダス、水に浸かっちゃいま

したので、ここから欠測になっちゃったん

ですけれども、その欠測になるより前の 6

時間ぐらいというのは、先ほど言った、バ

ケツをひっくり返したようなと言われる、

1時間に 30ミリ前後、あるいは、それを一

時は超えるような雨の降り方が 6 時間ぐら

い続いていたという、そういう降り方をし

ておりました。 

 もしも地球温暖化が進んでいなかったら

ば、この時の雨の量はどうだっただろうか

ということを研究した人がいまして、それ

が、この図です。ちょっと分かりにくいか

もしれませんが、グラフのところに、下の

ほうに青い線があって、上のほうに黒い線

があって、赤い矢印が上向きになっていて、

＋10.9％って書いてあると思うんですけど、

これは、要するに、すごく簡単にまとめる

と、地球温暖化の影響が、この研究では、

1980 年以降の気温上昇がもしなければ、あ

の時の雨は、あの時に降ったよりも、1割少

なかっただろうというような研究結果も出

ております。 

こうしたことからも、地球温暖化の影響

というのは、既に始まっているし、直接、台

風などの雨の降らせ方にも影響しているん
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だということが確認できるというふうな状

況です。 

 この先、どうなるのかというのが、次の

お話です。 

パリ協定というのを耳にされた方もたく

さんいらっしゃると思います。向かって左

側が 4 度上昇のシナリオ、向かって右側の

黄色いほうが 2 度上昇のシナリオです。そ

れなりの対策がとられて、21世紀末までの

100 年間の変化が、2 度上昇のシナリオで

済んだとしても、例えば、福島県の年平均

気温は、1.4 度上昇する、あるいは、真夏日

が 11日増加するですとか、それから、先ほ

ど言った、1時間に 30 ミリ以上の雨の降り

方、バケツをひっくり返したような雨の降

り方は 1.6 倍に増えますよということが言

われています。 

もし、何の対応策もとらないで、4度上昇

のシナリオになると福島県の平均気温は、

実に 4.5 度上昇する。これは、今でいうと

ころの九州の宮崎県とか、それより、もう

ちょい南ぐらいの感じになるよというふう

な、そんなようなシナリオが出されている

ところです。 

 ここまでまとめますと、気候変動は既に

起きています。そして、温室効果ガスの排

出量によって、将来の気候は変わる。残念

ながら、福島は大丈夫とか、いわきは大丈

夫ということにはならないので、やっぱり

全部同じようにそういったふうになってい

くと。 

ということは、つまり、リスクの高い時

代に私たちは生きている。これから生きて

いかなくちゃいけないというふうな、そう

いう認識が不可欠なんだろうというふうに

思います。じゃあ、どうするのかっていう

ことが大事なのかなと思っています。残り

の時間は、そのことを簡単にお話ししたい

と思います。 

 端的に言うと、2つです。過去の経験にと

らわれずに、最新の防災気象情報を利用し

て、命を守る行動をとってほしいというこ
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とです。過去の経験にとらわれずというこ

とは、よく災害に遭った方がインタビュー

などを受けた時に、「こんな大雨になると思

わなかった」とか、「ここに何十年も住んで

るけど、こんなこと、初めてでした」ってい

うふうにおっしゃる方がいると思いますが、

つまり、これからは、今まで大丈夫だった

からといって、これからも大丈夫だとは限

らないんだということを、やっぱり頭の隅

に置いておかざるを得ないのかなというふ

うに思います。 

 だったらば、最新の防災気象情報を、ぜ

ひ、利用していただいて、命を守る行動を

皆さん、お一人お一人にお願いしたいなと

いうふうに思うところです。ただ、とはい

え、最新の防災気象情報といっても、いろ

んな情報があっちからも、こっちからも出

てくるし、どれを見ればいいか、よく分か

らなかったりですとか、あるいは、どこに

あるのかが、もうよく分からないというこ

とがあると思います。 

それで、今日は、ちょっとしたコツをお

伝えしたいなというふうに思っています。 

 知っていただきたいこととして、5 つ書

きました。 

防災気象情報って、気象台がいろんな情

報を出すんですけども、例えば、いきなり

大雨特別警報出しますっていうことはあり

ません。台風が接近してくるですとか、大

雨の予測を出したっていう時には、それに

応じて、現象が始まる前から、段階を追っ

て、少しずつ気象台はいろんな情報を出し

ていくんだということです。 

そして、自治体からは、避難に関する情

報が出ると思います。それと防災気象情報

を、ぜひ、上手に使って、避難行動を判断し

ていただければなというふうに思います。 

 その時に、この後、お話ししますが、警戒

レベルというものがあります。その警戒レ

ベルというものは、皆さま方にとっていた

だきたい行動を 5 段階で分けてお伝えをし

ているものです。警戒レベルっていうのは、

色分けをされています。その色分けに合う

ように、気象庁は、キキクルという情報を

出しています。それも、この後、お話をいた

します。それから、ハザードマップを見て

いただくと、皆さま方がどこに避難しなき

ゃいけないのか、なぜ避難しなきゃいけな

いのかというようなことが、図から読み取

れると思うので、ぜひ、お手元にあれば、ご

確認いただければというふうに思います。 

 先ほど、防災気象情報と避難に関する情

報と 5 段階の警戒レベルというお話をしま

した。見ていただいてるのは下から上に時

間が今度は流れてる。さっきは、左から右

って言いましたけど、この図は、下から上
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に時間が流れてると思ってください。いき

なり危ないことになるわけではなくて、白、

黄色、赤、紫、黒というふうに、普通は段階

を追って物事は進んでいきます。ただ、現

象の推移が速かったりすると、黄色から、

いきなり紫とか、白からいきなり紫ってい

うのはないと思いますけれども、赤の時間

がすごい短いということもあるかもしれま

せんけれども、基本的には、こんなふうに

物事は進んでいきます。黄色、大雨注意報

や洪水注意報が出て、大雨の数時間前から

2時間前ぐらいになると、赤、大雨警報や洪

水警報が出ます。雨が降り始まりました。

降り続いています。大雨になってきました

ということになると、今度は紫、土砂災害

警戒情報が出る、あるいは、河川管理者と

協働で氾濫危険情報というものを出したり

します。そうなってくると、恐らく自治体

の方から避難指示というものが出てくるん

だろうと思います。それは、警戒レベル 4

という、右のほうに数字で 4とありますが、

警戒レベル 4 というふうに相当します。紫

です。皆さんには、危険な場所から全員避

難ということを、ぜひ、ご判断いただけれ

ばなというふうな、そんなような状況です。

さらに、やばくなると、黒ということにな

ります。 

 キキクルというものがあるんですけども、

これ、何かというと、どこで危険度が高ま

っているのかというのを、一目で分かるよ

うに、地図上に示したものです。 

危機が来るので、キキクルというふうに

覚えてください。だじゃれかと思われるか

もしれませんが、一応、一般公募をして、決

めた名前なんですけども、キキクルという

ふうに言います。 

見ていただいてるのは、土砂のキキクル、

浸水のキキクル、洪水のキキクルです。東

日本台風の時の例です。若干、現在と色分

けが違いますので、薄い紫になってたりし

ますけれども、基本的にはさっきと同じで

す。白、黄色、赤、紫、黒という順番に危険

度が迫ってきてると。それが土砂災害、浸

水害、洪水害という災害別に地図上に表す

という情報です。 

 洪水だけを拡大してみます。左側のとこ

ろに、福島県の当時の、これは 2019 年の

10 月 12 日 23 時の時点での洪水キキクル

ですけれども、この福島県の左側の図の赤

い枠のところを拡大したのが右のところの

図です。いろんな色で、にょろにょろって

筋が書いてあると思いますが、これが、そ

れぞれ川です。右側の拡大してる図の真ん

中ら辺のところに赤い丸打ってあると思い

ますが、お分かりになりますでしょうか。

そこが、今、私たちがいる、このいわき産業
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創造館の場所、大体この辺だと思うんです

けど、見ていただきますと、この場所の南

側のところに、新川という川が流れていて、

その色は紫になってます。それより北のほ

うには夏井川が流れていて、夏井川は洪水

予報河川ですので、太い線で表しています

けども、赤くなってます。夏井川に合流す

る好間川は既に紫になっています。 

 通常、大きい川のほうが危険度は上がる

のが遅いので、中小河川のほうが先に危険

度が上がりますから、夏井川に流れ込んで

いく川が先に、ほぼ、この時点で紫になっ

ている。この後、夏井川は赤から黒になり

ましたというふうな状況になるわけです。 

ですから、これ、道路ですとか、鉄道なん

かも重ね合わせることができますので、ぜ

ひ皆さん方、これ、気象庁のホームページ

で見ていただくことができますから、スマ

ホで見て、こうやってやると、拡大してい

きますので、こんなふうに拡大していただ

いて、ご自分のいらっしゃるところの近く

の川の危険度がどうなってるのか、あるい

は、土砂災害の危険度がどうなってるのか

というようなことを、ぜひ、キキクルでご

確認いただければなというふうに思います。 

 まとめます。気候変動、地球温暖化に伴

う気候の変化というのは、既に始まってい

ます。福島県もいわきも同じだというふう

に思ってください。 

すなわち、リスクが高い時代に私たちは

生きていくんだ、生きていかなきゃいけな

いんだというふうな認識で備えていくとい

うことが必要だろうと思います。 

その時に、心構えとしては、過去の経験

にとらわれないということ、そして、大雨

時には、最新の防災気象情報をぜひ、ご利

用いただきたいというふうに思います。  

最後に、ご紹介したキキクルも、ぜひ、活

用していただいて、少しでも、皆さん、お一

人お一人が命を守る行動の判断に使ってい

ただければというふうに思っております。 

私の話は以上でございます。どうもあり

がとうございました。（拍手） 
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福島県危機管理課の林です。本日は、貴

重な時間、ありがとうございます。 

本日は、県で取り組んでおりますマイ避

難について、ちょっとお話しさせていただ

きたいというふうに思います。 

先ほどからあるとおり、災害はいつ、ど

こで、どのような規模で起きるかは分かり

ません。特に水害につきましては、甚大化、

頻発化している状況でありまして、本年に

おきましても、もう今年 8 月には会津方部

を中心に大雨が発生しておりますし、先ほ

どから出てますが、いわきのほうでも、令

和元年台風では、甚大な被害が発生してる

ところであります。 

そこで、令和元年の台風、こちらのほう

で、長林先生等に検証していただいて、取

り組んでるのがマイ避難というところにな

ります。 

 ちょっとここで質問なんですけども、マ

イ避難をご存じの方いましたらば、挙手願

いますでしょうか。ありがとうございます。

では、マイ避難シートというのを作成して

るという方、おられましたら、挙手願いた

いんですが、どうでしょうか。ありがとう

ございます。 

県では、この取組をしてるんですが、ま

だ、マイ避難のシート、定着、実践のほうに

つながってないということで、知ってる方

もおられると思いますけども、今日は、お

付き合い願いたいと思います。 

 こちらの中にあります黄色い冊子、こち

らを使って、ちょっと説明させていただき

たいと思います。マイ避難です。ここに書

いてあるとおり、いざという時に速やかな

避難行動を実践するためには、自分にあっ

た避難行動、マイ避難の準備が大切です、

講演 マイ避難の取組について 

福島県危機管理課 
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重要ですということで、先ほど、長林先生

からもあったとおり、マイ・タイムライン、

災害が起きた際に、起こる前からきちんと

計画して、自分に合った避難行動をとって

いこうというのが、これがマイ避難の取組

であります。 

 次、お願いします。シートのまず冊子の 3

ページをご覧ください。こちらのほうには、

避難の警戒のレベル等がありますが、先ほ

ど、基調講演の中で説明ありましたので、

こちらのほうは割愛させていただきます。 

 次、お願いします。避難行動のフローと

いうことで、自分に合った避難行動という

ことで、いろんな条件がそれぞれによって

違うというところで、自分に合った避難行

動、これを、このフローによってあてはめ

ていくのですが、このフローについてちょ

っと中身、どんなところに注意していただ

きたいかというところを、次、説明させて

いただきたいと思います。 

 次のぺージ、お願いします。まず、今日、

一番皆さんにお話ししたいのはこの点です。

災害のリスクということを考えた時に、み

んながそれぞれ違うというところなんです。   

特に、こちらにありますハザードマップ

上に自宅があったりですとか、職場がある

場合、また、土砂災害警戒区域の中に同じ

ように自宅があったり、職場があったりと

いうことでは、通常の街中ですとか、川の

ないところ等は、やはり、リスクが違うと

いうところであります。ですので、まず市

町村から出てますハザードマップ、土砂災

害警戒情報等で自分がどんなところにいる

のかと。ハザードマップ上にいるのか、い

ないのかというようなのを危険度のリスク

を確認していただければと思います。 
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 次、お願いします。避難する場所等につ

いてということで、9 ページご覧いただき

ますと、右側のほう、指定避難場所、こちら

のほうが、いわば避難所として長期間いる

ようなところ。それで、左のほうのこの指

定緊急避難所というのは、一時的にでも避

難するというような場所。公園ですとか、

その瞬時にきてる災害を一時的に避難する

ような場所ということで、こういうところ

も指定されております。こういう点も確認

していただきたいと思います。 

 さらに、高齢者の方などにつきましては、

福祉避難所等の利用、また、右のほうにい

きますと、避難の方法等が書いてあるんで

すが、避難といっても、早めの避難という

のを心掛けていただけねばならないんです

けども、自分の家のほうが、もう浸水して

きたという時に、外に出られるというので

は、これは危険度が高いというところであ

りますので、2 階のほうに避難していただ

く、垂直避難ですとか、在宅の避難の方法

も考えていただきたい。 

 また、避難した際に被災してしまう場合

ということも考えられますので、この 10ペ

ージの下のほうに、車で避難する場合とい

うところで、こちらのほうを注意していた

だきたい。要は、高架橋の下、アンダーパス

といいますか、もう水が入ってるような場

所に車で「大丈夫だ」と思って侵入してし

まうと、そのまま車が動かなくなってしま

って、避難できなくなって、尊い命を失っ

てしまうという例もありますので、車で避

難する際は、そちらのほうを注意していた

だきたいと思っております。 

 次のページをお願いします。このマイ避

難シートというのは、ちょっと、このシー

トでも作成できるんですが、皆さん、ちょ

っと携帯電話がある方は出していただける

でしょうか。 

次のページお願いします。マイ避難シー

トということで、ちょっと打っていただけ

ればありがたいんですが。そうしますと、

こちらにあるようなページが出てきます。

こちらのほうで自分に合った避難計画とい

うことを、スマートフォンのほうでも作成

できるようになっておりますので、ぜひ、
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今の機会はちょっと無理だと思いますが、

自宅に帰りまして、ご家族の方とお話等し

ながら作成していただければということで、

このシートのほう、スマートフォン等でも

作成できますので、ご紹介させていただき

たいと思います。 

 次のページをお願いします。マイ避難シ

ート、紙のほうに戻らせていただきます。 

17 ページのほう、これも先ほどからありま

すとおり、自分の避難ということで、家族

形態等で違ってきますので、話し合って、

自分の避難行動を作ってもらう。 

さらには、家にいる時だけに災害が発生

するわけではありませんので、職場やそう

いった環境に合わせて、職場の仲間と一緒

に、また、いつも自分の行くような場所で

あれば、その方とお仲間さんと一緒に、こ

のマイ避難シートを作成していただければ

と思います。 

 このシートにつきましては、地震等につ

いては、いつ発生するか分かりませんけど

も、水害、土砂災害っていうのは、ある程

度、先ほどの基調講演から分かりますとお

り、予測できるというところであります。 

ですので、この水害、土砂災害につきま

しては、自分で、まずは危険リスクのとこ

ろを確認していただいて、日頃から避難を

考えていただく。 

そのために、このマイ避難シートの作成

のほうを、ぜひ、お願いします。自分の命と

大切な命を守るためにということで、県の

ほうで推進しております。本日、紹介させ

ていただきます。ご清聴ありがとうござい

ました。（拍手） 
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長林：それでは、進行を務めます長林でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

第 1部におきましては、私のほうから「二

級河川における流域治水とは」とのテーマ

で、流域治水はこれまでの治水事業に加え

て、地球温暖化の影響を考慮した設計流量

に対しても流域の持てる能力を総動員した

対策により氾濫を抑制し、被害の軽減化を

図る。将来のまちづくりまでを見通して、

住民の安全を担保する計画となること、ま

た、災害発生の際には、安全確保と生活や

インフラの早期復旧を図る計画であること

などをお話ししました。 

また、桜井気象台長様からは、気候変動

によって何が変わったのか、最近の災害発

生の状況についてお話をいただきました。 

ここからは、国、県、市および日頃から夏

井川の水環境を守り続けている夏井川流域

の会の代表、先ほど、ご講演いただいた桜

井気象台長に加わっていただきまして、い

わき方部のこれからの流域治水の推進に向

けて、何が必要で、何ができるかについて

話し合いを進めたいと思います。 

 まず初めに、いわき市藤城副市長から、

いわき市のこれまでの流域治水の取組につ

いてご紹介願います。 

藤城：いわき市副市長の藤城でございます。

着座にて説明させていただきます。 

「これからの流域治水の推進に向けて」

と題しまして、いわき市の流域治水の取組

状況についてご紹介申し上げたいと思いま

す。 

パネルディスカッション 

『いわき方部のこれからの流域治水の推進に向けて』 
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 いわき市の主要な河川でございます夏井

川、鮫川、藤原川の 3水系につきましては、

昨年度、国、県、及び流域市町村によりまし

て、流域治水協議会を設置し、水害を防止・

軽減するための施策の全体像を示した流域

治水プロジェクトを策定したところでござ

います。 

流域治水プロジェクト策定に当たりまし

ては、いわき市も事務局として参画した他、

本日、ご登壇いただいております福島高専

名誉教授であられます橋本先生をはじめ、

河川、防災、商工業、不動産、まちづくりの

団体の皆さんのご協力をいただきながら、

施策のとりまとめを行ったところでござい

ます。 

 こちらが、プロジェクトの概要となりま

す。河川改良などによる治水安全度の向上、

田んぼダム、森林整備などのハード対策に

加えまして、ハザードマップの作成や企業

BCP作成支援などのソフト対策を位置付け

ております。 

 また、本市独自の取組といたしまして、

流域治水プロジェクトの着実な推進に向け、

昨年 10月には、町内実務担当課及び県関係

課で組織いたします、いわき市流域治水推

進会議を設置したところです。 

いわき市流域治水推進会議におきまして

は、流域治水プロジェクトを着実に進める

ため、対策の実施に関する詳細な検討、新

規施策の検討などを行います。また、会議

の下部組織といたしまして、検討部会を設

置しまして、若手職員も参画するなど、地

域の皆さんと意見交換をしながら、治水対

策に係る人材育成にも取り組んでおります。 

 現在、いわき市では、県の河川改良など

と合わせまして、市が管理する重要河川の

改良や、排水ポンプの整備などを実施して

おります。 

市の河川は、県の河川と比べると、小規

模ではございますが、市民の皆さまに身近

な河川の対応にも重視していただきたいと

考えております。 

また、河川洪水ハザードマップ、さらに
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は、地区ごとのこういった防災マップ、こ

れらを作成いたしまして、市民の皆さまへ

配布させていただいております。先月、11

月 12日には、平第二小学校で「河川洪水か

ら身を守るために」と題しまして、出前講

座も実施しておるところでございます。 

いわき市といたしましては、県と連携し、

地域の皆さまのご理解、ご協力をいただき

ながら、流域治水プログラムに位置付けた

施策を着実に推進しているところでござい

ます。 

以上が、簡単ではございますが、本市の

流域治水の取組状況となっております。 

長林：ありがとうございました。 

 続きまして、福島河川国道事務所、丸山

所長から、国のこれまでの流域治水の取組

についてご紹介お願いいたします。 

丸山：私のほうから国のこれまでの流域治

水の取組についてご紹介をさせていただき

ます。 

国のほうでは、流域治水の考え方などで、

流域治水を進めるための土台を作ってきた、

そういったことがございます。そして、さ

らに推進してるというところでございます。

背景に記載しておりますが、先ほど、長林

先生、それから、桜井台長からお話ありま

したように、今、全国で水災害が激甚化、頻

発化しておりまして、また、気候変動の影

響というのが出ているというところでござ

います。 

こうした中で、国のほうでは、この 2 つ

の対応、1つが速やかに対応すること、それ

から、将来の気候変動を見込んだ、さらな

る対応、これを進めていこうという方針を

出しました。 

 1 つ目の速やかな対応ということですが、

今、副市長からもお話ありましたが、流域

治水プロジェクト、こちらを速やかに実施
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していきましょうと。流域治水、どういっ

た枠組みになるのか、ソフト、ハード一体

となった対策の全体像を明らかにしましょ

うといったことで、順次、策定が進められ

ているといったところになります。 

それから、もう一つが将来の気候変動を

見込んだ、さらなる対応ということで、流

域治水をさらに拡充化していくための取組

です。こちらに記載しておりますが、流域

治水の実効性を高めるための法的な枠組み、

流域治水関連法を整備したりですとか、そ

れから、先ほど長林先生の説明の中にもあ

りましたが、将来の気候変動を見込んだ治

水計画の見直しです。こちら、阿武隈川水

系については、今年 9月 9日に、既に、改

定をしているとこでございます。 

 こちらが、流域治水の 3 本の柱といった

ことになっておりまして、これを組み合わ

せて、流域治水を進めていくといったこと

になります。 

先ほどの気候変動を踏まえたさらなる対

応といったところで説明しました流域治水

関連法の概要について、こちらに記載して

おりまして、少し細かいですが、ポイント

としては、一番上に書いてあるところです。

一番上の流域治水の計画、体制の強化等の

ための特定都市河川法というのを改正した

というのがございます。この緑色に色を付

けてるところになります。 

 それだけではなくて、先ほど話しました、

流域治水のこの 3 つの柱、こちらの対策の

実効性を高めるため、この特定都市河川法

という河川の法律だけではなく、下水道、

それから、都市計画法などの関連の法案も

改正しまして、河川分野だけではなく、都

市分野ですとか、農業分野、そういった関

連の分野と一体で進めていこうといった、

そういった体制を作ったというのがありま

す。 

 さらに、3つ目のポイントとしまして、こ

こに予算関連法案というふうに書いてあり

まして、ここに予算とか税制っていう、ち

っちゃくですけども、書いてあるとこがご

ざいますが、流域治水を進めていくために、

この予算とか税制という支援を充実させた

というのがございます。 

具体的には、例えば、民間企業が一定規

模以上で雨水を貯留し、浸透させるような
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こういった施設を整備する時に、税制が優

遇されるとか、そういったことを実施して

いくということになってございます。 

 最後になりますけれども、この流域治水

というのを英語で表現しますと、 

River Basin Disaster Resilience and 

Sustainability by All というふうに言いま

して、このRiver Basin というのが流域、そ

れから、Disaster Resilience というのが災

害に対して強靭であるということ、それか

ら、Sustainability というのが持続可能性と

いうことで、これに by All が付きまして、

災害に対して強靭で持続可能な地域をみん

なでつくっていきましょうと。今後、あら

ゆる関係者の協働が必要であると。そうい

った思いが込められております。 

国では、この流域治水を進めるための考

え方、それから支援策など、土台づくりを

進めてきましたので、これからは、あらゆ

る関係者の協働による取組が必要になって

いるというふうに考えております。以上で

す。 

長林：ありがとうございました。あらゆる

関係者が協働するのが流域治水であるとい

うお話でございました。 

 引き続きまして、福島県土木部、曳地部

長から、いわき方部の災害と復旧状況及び

流域治水の取組についてご紹介いただきま

す。 

曳地：私から令和元年東日本台風による被

害とその復旧状況、また、これまでの流域

治水の取組についてご紹介いたします。 

まず、令和元年東日本台風の気象概要で

ございます。基調講演でもご紹介ございま

したけれども、10 月 11 日から 13 日にか

けての降水量の分布図を掲載しております。

いわき市においても1日に250ミリを超え
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る雨が観測され、10月の平均降雨量も例年

の 2.5 倍から 2.8 倍、約 3 倍に届くほどの

記録的なものでございました。 

 次に、これは、令和元年東日本台風の時

の夏井川の雨量と水位を表したものでござ

います。真ん中の図の青い線が河川の水位

となっております。12 日の夕方から 13 日

の未明にかけて、短時間で水位が急上昇し、

鎌田観測所において、観測史上最大の水位

が観測されました。 

 次に、被害状況でございます。いわき方

部でも、県が管理する 3 つの河川、7 箇所

で堤防が破堤をいたしました。写真にある

夏井川では複数箇所で破堤し、甚大な被害

が発生したとこであります。下の表であり

ますが、10月末時点でのいわき方部の災害

復旧の状況といたしまして、被災した 250

箇所のうち、232 箇所で復旧が完了してお

ります。引き続き早期完了に向けまして、

工事を進めてまいります。 

 次に、東日本台風を踏まえた県の取組で

ございます。発災後の令和 2年 2月に福島

県緊急水災害対策プロジェクトを策定しま

して、令和 6 年度までに集中的に治水対策

を行うこととしております。 

その取組の 1 つでもあります夏井川の災

害復旧助成事業の内容をご紹介いたします。

この事業は、災害復旧と併せまして、河川

改良を行い、再度災害の防止を図るもので、

支川の好間川と合わせて、約 21.5 キロメー

トルの区間におきまして、河川の河道掘削

や築堤、そして、護岸工事など、河川の改修

を集中的に行っております。 

早期完成に向けて、引き続き工事を進め

てまいる予定でございます。 

 次に、福島県の取組といたしまして、流

域治水プロジェクトの取組の紹介でござい

ます。 

県内における流域治水プロジェクトの策

定状況でありますが、中通りの阿武隈川、
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そして、会津地方の阿賀川などの一級水系

につきましては、令和 3年 3月にプロジェ

クトを策定しております。 

 二級水系につきましても、いわき市の夏

井川、鮫川、そして、藤原川など、5つの河

川において、プロジェクトを策定したとこ

ろであります。 

 最後に、夏井川の流域治水プロジェクト

の内容をご紹介いたします。 

プロジェクトでは、対策を 3 つの柱に分

類しまして、ハード・ソフト一体で進めて

いるところであります。 

1 つ目の柱、赤枠の氾濫をできるだけ防

ぐ、減らすための対策では、夏井川、好間川

などの河川改修に加えて、堤防天端の舗装、

そして、小玉ダムの事前放流や適正な森林

整備などを位置付けております。 

2 つ目の柱、黄色の枠、被害対象を減少さ

せるための対策では、防災まちづくりを進

めるための立地適正化計画の改定などを位

置付けております。 

そして、3つ目の柱、緑の枠ですけども、

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

におきましては、排水樋門などの整備や河

川監視カメラの設置などを位置付けており

ます。 

今後、この策定したプロジェクトに基づ

き、流域のあらゆる関係者の方々と一体と

なって、流域治水に取り組んでまいる予定

でございます。以上でございます。 

長林：ありがとうございました。 

 続きまして、夏井川流域の会、橋本代表

から、夏井川流域の会の活動報告と令和元

年東日本台風時における活動内容について

ご紹介いただきます。 

橋本：夏井川流域の会の橋本です。私たち

の会は、ここのスライドに示しましたよう

に、流域住民の目線で夏井川の治水・利水・

河川環境について主体的に関わっていこう

ということで活動している団体です。 

母体となる組織発足から 22 年になりま

す。この間、私たちの活動の目標を下の黄

色い文字で示しましたが、子どもたちの笑

顔が見える夏井川、森・川・海の笑顔が見え

る夏井川ということをキャッチフレーズに

活動してまいりました。 
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 この後、じゃあ、具体的にどんな活動を

してきてるのかということを水害後も含め

てご紹介させていただきます。 

まず、左上の流域一斉水質調査と書いて

ございますが、これは、私ども、直接川に接

して、夏井川の状況を肌で感じられるよう

な事業をしようということで、15年前から

ですか、毎年 1 回、6 月の第 1 日曜日、午

前 10時前後を期して、みんなで分担して、

水を取って、それで、写真にありますよう

に、みんなが持ち寄って、水質分析をした

りして情報を共有してきております。 

さらに、その右側の上のほう、夏井川沿

いサイクリングというのがございますが、

こういった活動を通じて、川を体感する事

業ということを大きな柱の 1 つにしており

ます。 

 それから、左下のほうですけれども、小

学生を対象とした川の学習支援を行ってお

ります。水源の様子を、子どもたちに観察

してもらったり、それから、直接川に入っ

て、生き物調査をしたりというようなこと

を通じて、川に対する愛着、理解を深めて

もらうような学習支援をしております。特

に水害後は、自分たちが流域のどこに住ん

でるのかというようなことを知ってもらう

ために、流域図や流域模型を使って、自分

たちの立ち位置がどの辺にあるのかという

ようなことも学習内容に取り入れておりま

す。これが川の学習支援です。 

それから、川に親しむ事業も夏井川の本

川でカヌーとかゴムボートを使って、川下

りをしているんですけれども、これは水害

後、河川の工事等の影響もあって、今、ちょ

っと休んでるところです。 

それから、清掃活動なども毎月 1 回やっ

ているところです。 

 3 年前の水害後、私ども、その年の 8 月

でしたか、河口から水源の滝根町まで歩き

ながら川を見ていこうということで始めて

たんですけれども、ちょうど 2019 年の 10

月に水害があって、翌年から川沿いに、水

害の堤防が破堤したりした箇所について、

まあぐるっとみんなで回ってきております。

このような、直接、川に触れながら、私ど

も、夏井川の抱えてる問題点とか、今後、ど

うしたらいいんだろうというようなことを

考えてまいりました。取組の内容について

は、一応紹介させていただきましたが、後

で、また、そこで得た内容については紹介

させていただきたいと思います。以上です。 

長林：ありがとうございました。 

 最後になります、気象庁福島地方気象台、

桜井気象台長から、いわき方部の降雨特性

の変化についてお話を伺います。 
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桜井：見ていただいているのは、先ほど、ご

説明をした将来の予測というふうなもので、

4度上昇シナリオと、2度上昇のシナリオと

いうものです。この辺のとこに書いてある

と思うんですけれども、20 世紀末から 21

世紀末までの100年間に起きると予測され

る変化という書き方をしてますから、21世

紀末っていうと、結構先かなって思う方も

いらっしゃるかも分かんないんですけれど

も、実は、ここで言ってる 21世紀末ってい

うのは、いつかというと 2076 年から 2095

年のことですよっていうふうにいっていて。

ということは、今、2022 年ですので、現在、

小学校ぐらいのお子さんが、もう 50年もす

れば 2070 年とかってなるわけですから、

そんなにびっくりするほど先の話じゃない

というふうに、やっぱり思わなくちゃいけ

ないんだろうなというふうなことをもう一

つ付け加えたいというふうに思います。 

 それから、もう一つは今回、いわき方部

の降雨特性の変化ということでお題をいた

だいてますので、ちょっと違った見方でと

思って持ってきてみたんですけども、こっ

ちの方は、さっきも言いました、1 時間に

30 ミリの雨が増えてますよっていう話で、

福島県も同じですという話なんですが、こ

の向かって皆さんから左側が何かというと、

これ、東日本台風がこの赤い点線みたいな

ふうな感じでいきましたと、その時に、雨

がこの赤いとこほどたくさん降りましたと

いうことになったんですが、この雨の降っ

た原因に地形がどれぐらい関係しているの

かっていうのが、こっち側の黄色とか、紫

とか、赤とかのグラフになるんですが、簡

単に言うと、赤いとこほど、地形の影響で
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もって、たくさん雨が降りましたっていう

ことなんです。 

 というふうになると、福島県のこの阿武

隈高地周辺というか、その東側っていうと

ころは、こういうふうなコースで台風が通

っていく、あるいは低気圧が通っていくな

んていうことになると、福島県内の他のど

こよりも相対的に、元々雨が降りやすいと

ころにあるんだよと、浜通りというのは、

そういう特性があるんだよっていうことが、

ここで明らかになっていまして、そういう

特性のある地域で、さらに雨がこれから増

えていきますよっていうことになると、や

っぱり、いわきも大雨や極端な現象のリス

クはより高くなっていくというふうな前提

に立つ必要があるのかなということをコメ

ントしたいと思います。以上です。 

長林：ありがとうございます。ご登壇いた

だいた全員の方、お話しいただきました。  

いわき副市長の藤城様からは流域治水の

取組をご紹介いただきましたし、また、福

島河川国道事務所長、丸山様は国の流域治

水の展開と実行にあたる関係者の協働が必

要であるというお話をいただきました。ま

た、福島県土木部、曳地部長からはいわき

方部の災害と復旧状況、それから、流域治

水の取組をお話しいただきました。夏井川

流域の会橋本代表は夏井川での活動報告を

いただきました。貴重な体験をご報告いた

だきまして、ありがとうございました。最

後に、気象庁の桜井福島地方気象台長から

はいわき方部の降雨特性、温暖化の進行に

合わせて変化していること、また、台風が

通ると、地形の影響で、降雨が強くなると

いうお話をいただきました。 

 ここからは、いわき方部の流域治水の展

開を実りあるものとするためには何が必要

で、どのようにしたらいいかについて話を

進めてまいります。 

まず初めに、福島河川国道事務所、丸山

様から全国で実施されている、あらゆる関

係者と協働した流域治水の取組について事

例をご報告お願いいたします。 

丸山：私のほうから、阿武隈川支川の釈迦

堂川流域における取組を紹介したいと思い

ます。 
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この釈迦堂川ですが、福島県の天栄村か

ら須賀川市にかけて流れる川でして、阿武

隈川の左の支川でありまして、こちらも、

令和元年東日本台風をはじめとしました洪

水によりまして、たびたび浸水被害が発生

してきた流域になります。この表示してい

るのが、先ほど紹介しました流域治水プロ

ジェクトの釈迦堂川部分になります。こち

ら緑色で示しているところが、国で実施す

ること、それで、赤色が国で実施、水色が須

賀川市、白河市で実施すること、さらに、ピ

ンク色を付けているところが天栄村で実施

することということで、オレンジ色の枠が

してるところがソフト対策になりまして、

このハード・ソフト一体となった対策をし

ていこうといったことを進めている流域に

なります。 

 この流域、もう一つの取組としまして、

流域治水の取組をさらに加速することを目

的しまして、有識者、国、県、それから、流

域 7 市町村あるんですが、7 市町村が委員

となりました釈迦堂川の流域水害対策検討

会というのを今年の 3 月に設立して、これ

までに 3 月、7 月の 2 回、検討会が開催さ

れてます。そこでは、釈迦堂川流域の水害

の特性ですとか、治水の対策などを共有す

るとともに、先ほど紹介させていただいた

特定都市河川、こちらの指定の検討も含む

対策の方向性について意見交換がされてい

ます。 

 この特定都市河川というのが、先ほど紹

介した法律に基づき指定できる河川になり

ますが、この法律、元々あったんですけれ

ども、法改正によりまして、指定の対象河

川が広がったということで、この釈迦堂川

についても、その対象河川に含まれるよう

になりまして、もし仮に、指定を行った場

合には、被害対策を減少させるための対策

など、そういったことに取り組みやすくな

るといったことが期待されておりまして、

検討会では、今後、この特定都市河川の指

定範囲をどこにするのかなどといったこと

について検討を進めていることを予定して

いるということになります。 

 この流域治水プロジェクト、各流域で策

定されておりまして、夏井川でも、こうい

った釈迦堂川でも策定されてますので、こ

れらを推進するとともに、好事例があると

思いますので、そういったところを共有し

まして、横展開を図ってくということで、

この流域治水の取組というのがさらに進化

していくのではないかなというふうに思っ

ております。私からは以上です。 

長林：ありがとうございました。 

 続きまして、いわき市、藤城副市長から、
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流域治水における地域防災への住民参画の

可能性について、今後、どのように取り組

んでいかれるか、お話をいただきます。 

藤城：それでは、いわき市からは地域住民

の皆さま、それから、関係の方々との参画

について、現在の取組状況に触れながら、

ご説明申し上げたいと思います。 

先ほどもご紹介申し上げましたが、昨年

度設置いたしました流域治水協議会では、

あらゆる関係者との連携協働を重視いたし

まして、行政機関のみではなく、河川、防

災、商工業、不動産、まちづくり団体等に民

間有識者としてご参画いただくとともに、

橋本先生にもご参画いただきまして、河川

の維持管理の在り方などについてアドバイ

スを頂いたところです。 

また、市流域治水推進会議におきまして

は、福島高専よりシステム工学科の原田教

授にもアドバイザーとしてご協力いただく

など学術機関とも連携しておるところです。 

 さらには、流域治水を推進する新たな取

組といたしまして、本年 4 月に日本工営株

式会社様と治水対策に関わる情報交換や

AI による洪水予測をはじめとした、先端技

術の実証などを行う連携協定を締結したと

ころでございます。 

 現在、浸水センサーやAI 予測等の実証に

取り組んでおるところでございます。 

 今後、どのように取り組んでいくべきか

についてでございますが、気候変動を考慮

いたしますと雨水を貯留し、洪水を抑制す

ること、また、土地利用など住まい方の工

夫をすること、被害の軽減に向け、先端技

術を活用した災害情報の迅速化が必要であ
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ると考えられます。しかし、これらを円滑

に進めるためには、地域の皆さまに理解と

協力をいただきながら進めていくことが大

切です。例えば、水田を活用した洪水抑制、

いわゆる田んぼダムなどは、農家の方々や

地域の皆さまの理解がなくては実現できま

せん。こうしたことから、流域治水につき

まして、分かりやすく情報提供するなど、

市といたしましても、普及・啓発に努め、市

民の皆さまに事前防災対策の必要性のご理

解、関係者の皆さまにご協力いただけるよ

うな環境づくりを進めていくことが大切で

あると考えております。 

 令和元年東日本台風におきましては、い

わき市の方々、忘れもしない被害状況でご

ざいますが改めて申し上げますと、住家被

害におきましては、全壊が 103棟、大規模

半壊が759棟、全体で5,109棟、それから、

浸水の被害も 5,000 棟を超える浸水被害が

あり、さらには、多くの方々がお亡くなり、

負傷されたという、本当に大変な災害を受

けたところでございます。 

市といたしましては、地域、団体、企業の

皆さまなど、あらゆる関係の皆さんと連携・

協働を図りながら、流域治水の推進に着実

に取り組んでまいりたいと思います。説明

は以上でございます。 

長林：ありがとうございました。 

 続きまして、気象庁福島地方気象台、桜

井気象台長から災害時における気象情報の

位置付けと、地域住民がどのように役立て

ていけばよいか、ご紹介いただきます。 

桜井：いろいろお伝えしたいことはあるん

ですが、今日は、封筒の中に、これ入ってた

と思います。キキクルのパンフレットです。

今日、ぜひ、これを皆さんにアピールして

というか、覚えて帰っていただければなと

いうふうに思ってます。 

しつこいようですが、もう一回ここに書

きました。警戒レベル 4 に相当するキキク
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ルっていうのは紫です。警戒レベルとキキ

クルは同じ色になってます。紫が出現した

段階で、速やかに安全な場所に避難する判

断をお願いしたい。危険な場所にいる方は、

紫が出現した段階で、速やかに安全な場所

に避難をということです。紫の上に黒あり

ますけれども、間違っても「まだ、黒がある

から、紫だから、いいや」って思わないでく

ださい。黒を待っては遅いです。そして、キ

キクルの色を参考にして、自主的に避難の

判断をお願いしたいというふうに思います。

赤は高齢者の方など、避難に時間のかかる

方については、もう避難を、判断をお願い

したいですし、くどいですけども、紫が出

現した段階で、速やかに安全な場所に避難

する判断ということです。 

 ただ、現象の雨の降り方ですとか、危険

度の高まり方等、それから、自治体から出

される避難に関する情報が、必ずしもリン

クしない場合もあります。相手は何せ自然

なので、私が言っちゃいけないかもしれま

せんが、そういうこともありますので、キ

キクルが、もしも紫にならなくても、もし、

いわき市さんから避難指示がどこかで出た

ら、それを優先して、それに従って行動し

ていただきたいというふうに思います。  

このパンフレット、いろいろ書いてあり

ますけれども、見開き、開いていただきま

すと、QRコードも付いていますから、スマ

ホで、ピッてやっていただければ、そこの

場所にたどり着くと思いますので、ぜひ、

今日は、このキキクル、紫が出たら、避難の

判断ということを覚えて帰っていただきた

いというふうに思います。よろしくお願い

します。以上です。 

長林：ありがとうございます。 

 引き続きまして、福島県土木部、曳地部

長から、これからの流域治水における住民

の防災体制の強化につながる取組をご紹介

いただきます。よろしくお願いします。 

曳地：私から、住民の防災体制の強化につ

ながる県の取組ということでご紹介いたし

ます。 

まず、こちらが令和 7年度までに県で実

施する防災情報等の発信に係る取組をまと

めたものです。 
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 現状で、河川水位や監視カメラの映像な

どの情報を発信しておりますが、頻発化、

激甚化する水災害に対して、さらに迅速か

つ的確に情報を発信していく必要があるこ

とから、取組の強化を進めております。 

今後、災害情報の一元化などによって、

住民の方々により分かりやすい情報を発信

できるように取り組んでまいります。 

 次に、ここから具体的な取組事例を紹介

いたします。まず、河川の水位情報の提供

です。いわき方部では、夏井川や鮫川な

ど、7つの河川で洪水予報、それから、水

位の情報を提供しております。 

今後、大久川など、3つの河川を追加し

て、避難情報発令等の的確な判断につなが

るよう、取組を進めてまいります。 

 次に、危機管理型水位計の設置です。こ

ちらは、的確な避難判断のために、人家、

あるいは病院の近くに洪水時に特化した水

位計として設置しているもので、いわき方

部では、令和 3年度までに 63箇所で設置

をしております。 

今後も、いわき市さんとか、関係機関と

協議を行いながら、継続的に設置を進めて

まいります。 

 次に、監視カメラの設置についてです。

氾濫の危険性が高く、人家や重要な施設の

あるところに簡易型の河川監視カメラの設

置を進めております。これまで 35箇所ほ

どで設置をしておりますけれども、今後

も、引き続きその設置を進めてまいりま

す。 

先ほどの危機管理型水位計、そして、こ

の河川監視カメラにつきましては、国土交

通省のホームページ、川の防災情報でも、

確認できるように共有しておりますので、

ぜひ、皆さま、ご自宅、あるいは、職場の

近くの設置状況などについて、改めてご確

認いただいて、避難行動等に、ぜひ、活用

いただければと思いますので、よろしくお

願いします。 
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 次に、洪水浸水想定区域図の作成です。

これは、河川で洪水が発生した場合の浸水

の範囲、それから、浸水の深さなどを地図

に示したものです。これを基に、いわき市

さんにおかれましても、ハザードマップを

作成されております。この浸水想定区域図

については、今後、作成の対象を、現在、

10の河川についてですが、それを全ての

県管理の河川である 64の河川に拡大し

て、計画的に進めてまいります。 

 次に、豪雨から子どもたちの命を守る出

前講座です。小学生、あるいは中学生を対

象に自分自身の命を守るための知識を身に

付けていただく、あるいは防災意識の高い

人材を育てていこうということで、映像や

模型などを使った出前講座を行っておりま

す。 

令和 3年度においては、14のいわき市

内の小中学校で 632 名の生徒さんを対象

に参加いただきました。 

県では、随時、出前講座の相談を受付て

おりますので、引き続きお問い合わせいた

だければ、対応していきたいと思います。 

 最後に、情報提供です。先ほど危機管理

課からも情報ありましたけども、12月 11

日に総合防災イベントが開催されます。こ

れ以外にも、防災意識の向上に向けたさま

ざまな取組を行ってまいりますので、ぜ

ひ、お時間をつくっていただいて、ご覧い

ただければと思います。私より以上でござ

います。 

長林：ありがとうございました。 

 最後に、夏井川流域の会、橋本代表か

ら、地域住民が流域治水に求めることはど

のようなことがあるか、お尋ねしたいと思

います。よろしくお願いします。 

橋本：それでは、私のほうからは 3点ほど

提案させていただきます。 
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3 年前の水害後、夏井川でも現場に行き

ますと、洪水前に比べると、同じ川とは思

えないぐらいに広々とした空間が広がって

おります。しかし、維持管理を怠ると、洪

水前のように、樹木が繁茂したり、それか

ら、中小規模の洪水でも土砂が削られた

り、あるいは、土砂が堆積したりというこ

とで、洪水の流下能力が低下するんじゃな

いかということも心配されます。 

また、流域内には、自然エネルギー施設

が計画されておりますけれども、それと流

出抑制という点で、まあ、特に森林部の保

全ということからみますと、ちょっと心配

だなということがございます。 

 そこで、第一の提案ですけれども、改修

後の河川の維持管理に住民の声を、ぜひ、

反映できるような体制をとっていただきた

いと。 

 私自身は、先ほど市の副市長さんから報

告がありましたけれども、治水協議会のオ

ブザーバーとして参加させていただきまし

たが、もっと住民の声が、計画やなんかに

反映され、それから、その後の計画の進捗

状況やなんかについても関わっていけるよ

うな体制をとっていただきたいなというふ

うに思っております。 

 それから、2点目ですけれども、これ

は、河川空間の維持管理と密接に関わって

まいりますが、河川空間の有効利用という

ことについてです。改修工事によって、広

い河川敷が確保されつつあります。ただ河

川敷のような空間というのは、利用しない

と、荒れ果ててしまうというのが、従来か

らの経験上、言えることと思います。従っ

て、普段から河川敷を地域に開放して、こ

こに書いておきましたように、スポーツ広

場とか、あるいは市民農園、そういった形

で、積極的に利用できるような体制づくり

をしてほしいなというふうに思っておりま

す。また、河原にアクセスしやすいよう

に、階段とか斜路、そういったものを数多

く設置していただければというふうに思っ

ております。 

ぜひ、地域と利用協定を結んで、河川空

間の利活用を積極的に進めていけるように

していただければというふうに強く思う次

第です。 

 それから、3点目ですが、川のことを総

合的に学習できる場の整備ということをお

願いしたいと。幸い、写真の左上にありま

すように、夏井川の場合、夏井川河川防災

ステーションというのが既にあります。こ

の建物に隣接して、右上にありますよう

に、新田川という小さい川が流れておりま

して、この左下にありますような、その道

を通って、右下にあるように、夏井川の河
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川敷にも容易に安全に行くことができま

す。 

それで、ここの施設を、今後、有効活用

していただきたいということで、いわき市

さんのほうでも、積極的に、今後活用して

いこうという動きをとっていただいてます

けれども、ぜひ、今後、防災だけではなく

て、夏井川において総合的に学べるような

整備、活用を図っていただきたい、そんな

ふうに思っております。 

私たちも引き続き子どもたちの笑顔が見

える夏井川、あるいは森・川・海の笑顔が

見える夏井川を目指して頑張ってまいりた

いと思いますので、このような発言の機会

をいただいたこと、感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

長林：ありがとうございました。以上で、

ご発言を頂戴しました。福島河川国道事務

所、丸山所長からは、あらゆる関係者と協

働した流域治水の取組の事例、釈迦堂川に

ついてお話をいただきました。いわき市の

藤城副市長様からは、流域治水の地域防災

への住民参画について、最後に、流域治水

を進めていくためには、住民の皆さまの理

解と協力が不可欠であり、地域や団体企業

の参画、連携、協働を推進していきたいと

いうお言葉がございました。また、気象庁

福島地方気象台、桜井台長からは、災害時

における気象情報を住民がどのように役立

てるか、パンフレットを基にご説明いただ

きました。また、福島県土木部、曳地部長

からは、流域治水の住民の防災体制の強化

のお話を頂戴いたしました。県も、危機管

理水位計、監視カメラ、浸水想定区域を実

施しており、次世代教育のための出前講座

に力を入れているというお話をいただきま

した。最後に、夏井川流域の会、橋本代表

からは、現場の立場から、流域治水への地

域住民の参加の必要性、特に、維持管理に

住民の参画が必要である、それから、河川

空間の有効利用を図る、総合学習の場とし

ての利用、3点のご提言を頂いておりま

す。 

 最後に、私から全体を総括させていただ

いて、このパネルディスカッションを閉め

たいと思います。3点ございます。 

1 つ目は、流域治水の目標と展開の見え

る化を図ることだというふうに考えており

ます。流域治水の対策は、流出抑制、被害

対象を減少させる、被害軽減、早期復旧の

3項目でございます。そのメニューと行程

は示されておりますが、河川整備とか、ハ

ード対策は、流量増大を対象としており、

その整備の進行に合わせた安全性の確保と

いうものは、比較的見やすくできておりま

す。しかし、被害対象を減少させる、それ

から、早期復旧を図るの 2点は、可視化し

にくい項目なんです。最近、流域治水とい

うと、流域全体でカバーするから何となく

安全だというような意識が働くんですが、

やはり、現在の進行状況、それから、進行

状況に合わせた見やすさ、可視化する取組

というものは必要である。そうしなけれ

ば、この流域治水は流域の住民の方が理解

しにくいものになってしまうということだ

と思います。 
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 2 点目でございます。災害には、L１、L

２の区別がなく、避難確保が十分なものと

することだと思います。講演においても、

マイ避難の取組についてご説明がありまし

た。そして、このマイ・タイムラインを家

庭のみならず、学校や職場、事業所等で作

成することが大事だというふうに思ってお

ります。注意報、警報に合わせた行動をと

って、災害時には全員が災害発生前に避難

完了しているということが、非常に重要に

なります。 

 3 点目でございます。家庭、自主防災組

織、学校、職場における避難行動計画の継

続的な運用のサポートづくりが必要である

というふうに考えます。先ほど、町内会の

お話をしました。自主防災組織は結成当時

には、担当者や備品の管理、それから、避

難訓練等も明確であったはずなんです。数

年を経過すると、備品管理や訓練体制が乏

しくなってまいります。また、コロナを挟

んで、町内会や自主防災組織の活動が少な

くなっている。そんな時に、この地区防災

計画でお話ししたように、この計画の進行

を確実なものとするための取組、継続的な

取組が必要です。 

そのためには、行政のみならず、防災士

会や第三セクターといいましょうか、

NPOでもよろしいんですが、そういうサ

ポートづくりの体制が必要ではないかとい

うふうに考えてます。 

何よりも、この防災は、次世代を取り込

んで、防災リーダーを育成していく取組が

必要であるというふうに考えます。 

流域治水は 30年先の減災まちづくりの

推進計画で、住民の方がその施策に中心で

なくてはならない。それで初めて展開可能

だというふうに考えてございます。 

それが、オーダーメイドの流域治水にな

るものと、自分では確信しております。 

 最後に、貴重なご提言を頂いたパネラー

の皆さま、また、熱心にご聴講いただいた

皆さまに厚く御礼を申し上げて、このパネ

ルディスカッションを終了いたします。ど

うもありがとうございました。（拍手） 


